


高木和男元会長と夫妻  

高木和男えせの   

お人柄そ偲んで  

鵠沼を語る会会長 有田 裕一   

今年の3月には高木夫人が先に旅  

立ち、それを追うように去る5月26  

日、先生も95年の生涯を終えられま  

した。相次いでお二人がこの世を去  

り、高木家を訪れても今はもう迎え  

てくださる人はありません。   

私が商売をしている関係で、奥様  

とは何十年とお話をする機会がありました。しかし、高木先生と親しく会話がで  

きるようになったのは、多分「鵠沼を語る会」でご一緒させていただいてからで  

あろうと思います。   

先生は一時、ブランクがあったとはいえ、語る会の創立の近くまで遡る古い会  

員でした。私が郷土史に関心を持ち出したのも、先生の『鵠沼海岸百年の歴史』  

がその原点であり、その内容が余りに身近であったり、自分の知っている話、全  

く知らずにいた話、－・つ・一つが興味深いものでした。   

その本の初版は1981年であり、その内容は川袋の今昔から始まり、賀来神社、  

東屋、当時の町並み、行事、災害、地形、史跡、戦時中の町内会、敗戦、そして  

戦後の乏しい生活の中から自然発生的に誕生した文化活動、等々、よくぞこれま  

で吉き残してくれたものだと思います。この業績は、他の地域には真似のできな  

いものであり、われわれの誇りとしたいものといえます。そしてこの温故知新の  

気風の郷土史研究をわれわれ「鵠沼を語る会」は大事に受け継いでいかなければ  

なりません。   

近年になり、先生が「語る会」の会長になられた時、例会通知もワープロを自   
























































































































































